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第 40回鳴門市うずしお運動会 

鳴門市シルバー大学校の 

「音楽でうきうき体操でいきいき！」 
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９
月
１
日
（
日
）
鳴
門

ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
に

お
い
て
鳴
門
市
総
合
防

災
フ
ェ
ア
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
市
社
協
は
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
模
擬
訓
練
」
を

行
い
ま
し
た
。
鳴
門
市
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
代
表
の
方
々
に
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
を
し

て
い
た
だ
き
、
受
付
～
マ
ッ
チ
ン
グ
～
送
り
出
し
～
活

動
～
報
告
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
模
擬
的
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
で
は
「
家
族
で
防
災
会
議
」
と

題
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
（
家
族
継
続
計
画
）
に
つ
い
て
の
広
報

チ
ラ
シ
の
配
布
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
動
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

初
め
て
の
参
加
の
た
め
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
市
社
協
で
は
、
災
害
の
発
生
に
備
え
、

よ
り
良
い
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

市
社
協
は
、
鳴
門
板
野
青
年
会
議
所
と
、
９
月
22
日

（
日
）
に
鳴
門
市
健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

『
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
書
』
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
協
定
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
災
害
に
対

し
、
市
社
協
・
鳴
門
板
野
青
年
会
議
所
の
両
者
が
相
互

に
連
携
・
協
力
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
被
災
者
支
援
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
発
災
時
に
お
け
る

ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
資
機
材
の
確
保
、
ま
た
平
常
時
に
は
訓
練
・
会

議
な
ど
で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

  

10
月
16
日
（
水
）
「
の
ば
そ
う 

健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
令
和
元
年

度
第
40
回
鳴
門
市
う
ず
し
お
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
各
地
域
か
ら
60
歳
以
上
の
方
が
、
約
８
０
０
名
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
当
日
準
備
だ
っ
た
為
１
時
間
遅
れ
の
開
始
と

な
り
ま
し
た
が
、
役
員
の
皆
様
が
手
際
よ
く
準
備
を
行

い
定
刻
通
り
開
会
式
を
始
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

市
老
連
藤
村
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、泉 

鳴
門

市
長
、
大
石 

市
議
会
議

長
（
代
理 

山
根 
副
議

長
）
、
黒
崎
県
議(

県
議
団

代
表
）
か
ら
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
優
勝
の
大
津

チ
ー
ム
か
ら
優
勝
カ
ッ

プ
の
返
還
・
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
た
後
、
競
技
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。 

紅
白
玉
入
れ
や
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
争
、
二
人
は

若
い
、
交
通
安
全
な
ど
９
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
お
昼
に
行
わ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
踊

り
）
で
は
、
花
柳
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
遊
山
箱
」
の
踊
り

で
は
、
遊
山
箱
を
手
に
持
ち
し
な
や
か
に
、
か
わ
い
ら

し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
最
後
ま
で
白
熱
し
た
競
技
が
展
開
さ
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

な
お
、成
績
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
、次
の
通
り
で
す
。 

 

優
勝 

 
 

川
東
チ
ー
ム 

準
優
勝 

 

北
灘
チ
ー
ム 

三
位 

 
 

大
津
チ
ー
ム 

  

10
月
１
日
（
火
）
鳴
門

市
健
康
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
５
回

鳴
門
市
シ
ル
バ
ー
大
学

校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
義
内
容
は
、
株
式
会

社
第
一
興
商
に
よ
る
「
音

楽
で
う
き
う
き 

体
操

で
い
き
い
き
！
」
と
題
し

て
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
と

「
口
腔
機
能
の
向
上
」「
ス
ト
レ
ス
の
改
善
」「
認
知
症

予
防
」
が
期
待
で
き
る
事
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

懐
メ
ロ
を
歌
い
な
が
ら
、
手
や
足
、
体
を
無
理
な
く

楽
し
く
動
か
し
、
参
加
者
は
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
様
子
で
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

鳴
門
市
総
合
防
災
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た 

鳴
門
板
野
青
年
会
議
所
と
『
災
害
時
に
お
け
る 

協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た 

鳴
門
市
う
ず
し
お
運
動
会
開
催 

第
５
回
鳴
門
市
シ
ル
バ
ー
大
学
校 
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そ
の
②
認
知
症
啓
発
に
関
す
る
川
柳
に
つ
い
て 

そ
の
③
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
街
頭
啓
発 

     

10
月
４
日
、
瀬
戸
公
民
館
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
老
若
男
女
16
名
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

病
気
が
進
行
す
る
と
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
陥

る
の
か
。
ま
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
で
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け

ば
よ
い
か
と
い
っ
た
こ
と
等

に
つ
い
て
90
分
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
ご
本
人
や
ご
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

町
『
な
る
と
』
を
目
指
し
、

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

   

９
月
１
日
か
ら
９
月
19
日
の
間
、
市
民
の
方
に
認
知

症
啓
発
に
関
す
る
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１１１

点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
募
集
は
、
川
柳
を
通
し
て

一
人
で
も
多
く
の
方
が
認
知
症
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
れ
ば
と
、
毎
年
、
鳴
門
市
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
が
企
画
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
川
柳
を
多
く
お
寄
せ
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

な
お
、
応
募
頂
い
た
作
品
の
中
か
ら
鳴
門
市
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
が
優
秀
作
品
と
し
て
、
次
の
３
点
を

選
定
し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
普

及
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

          

10
月
20
日
、
第
18
回

鳴
門
の
ま
つ
り
で
、
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
街
頭
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
鳴

門
市
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
等
10
名
が
、
認

知
症
等
に
よ
り
高
齢
者

が
行
方
不
明
に
っ
た
場

合
に
、
地
域
の
協
力
を
得

て
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
、
行
方
不
明
者
の
安
全
と
家

族
等
へ
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
鳴
門
市

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン(

認
知
症
を

知
り
地
域
を
つ
く
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン)

の
マ
ス
コ
ッ
ト

で
あ
る
ロ
バ
隊
長
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
配
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

 
  

  

・ 

ど
こ
い
っ
き
ょ
ん 

地
域
で
声
か
け 

見
守
っ
て 

（
撫
養
町 

中
川 

百
合
子 

様
） 

・ 

や
さ
し
さ
と 

気
付
き
で
守
る 

認
知
症 

（
撫
養
町 

直
江 

貢 

様
）  

・ 

一
人
じ
ゃ
な
い 

予
防
と
理
解
が 

あ
る
な
る
と 

（
撫
養
町 

中
村 

真
奈
美 

様
）  

地域で認知症のご本人やご家族を支える 

認知症サポーター養成講座を受講しましょう 

 認知症の方が住み慣れた町で暮らして行くた

めには、地域の方々の認知症への理解や支援は

必要不可欠です。鳴門市では、地域で暮らす認

知症の人を支える『認知症サポーター』の養成

に取り組んでいます。認知症サポーターになる

ためには養成講座を受講する必要があります。 

小人数での開催も可能ですのでお気軽にご連

絡ください。 

認知症になっても 

安心して暮らせる町 

『なると』へ 

申し込み・問い合わせ先 

1鳴門市 
1基幹型地域包括支援センター 

☎088-615-1417 

認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を
深
め
る 

普
及
啓
発
活
動 

そ
の
①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催 
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共同募金運動は昭和 22年に始まって以来、今回で７3回目を迎えております。皆様の温かいご支援・

ご協力により、今年も 10月 1日から「じぶんの町を良くするしくみ。」をメインテーマに掲げて運動を展

開しておりますので、皆様方のなお一層のご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。皆様からお寄

せいただいた寄付金は、徳島県共同募金会を通じて、徳島県内の民間福祉施設や社会福祉協議会に配分

され、ひとり暮らしや寝たきりのお年寄り、障がいのある人や子供たちが安心して生活できるように、

地域の様々な福祉活動に役立てられます。この趣旨をご理解いただき、地域の皆様の共同募金への温か

いご支援とご協力をお願いいたします。 
 

共同募金は計画募金 

共同募金は、運動の前に県内の社会福祉施設や社会福祉・ボランティア団体等からの助成要望を取り

まとめ、使いみちの計画（配分計画）を立ててから募金を行う「計画募金」です。この配分計画をもと

にした募金目標に向けて運動が行われます。 
 

鳴門市支部の募金運動計画 

◇ 地 域 募 金 ・・・ ボランティアの皆さんが、町内会を通じて各世帯に呼びかけます。 

◇ 街 頭 募 金 ・・・ 街角や人の集まる場所（店舗前など）で募金を呼びかけます。 

◇ バ ッ ジ 募 金 ・・・ 関係団体や官公庁、福祉施設等の職員に呼びかけます。 

◇ 法 人 募 金 ・・・ ボランティアの皆さんが、企業を訪問して寄付を依頼します。 

◇ 歳末たすけあい募金 ・・・ 関係団体を中心に呼びかけます。 
※歳末たすけあい運動は共同募金運動の一環で、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが地域で安心して暮

らすことができるよう、住民の参加や理解を得てさまざまな福祉活動を展開するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/1、10/2にキョーエイ鳴門駅前店様、マルナカパワーシティ鳴門店様、ハローズ鳴門店様

のご協力により、店頭で街頭募金運動を実施させていただきました。2日間の合計は、66,044円

でした。ご協力いただいた多くの皆様方にお礼申し上げます。期間中、鳴門市支部委員をはじめ、

鳴門市議会議員の皆様、第一中学校様、第二中学校様、鳴門中学校様など、多くのボランティアの

方々にご協力いただきました。 

 

キョーエイ鳴門駅前店様 

17,095 円 
（2 日に実施） 

 

 

マルナカパワーシティ鳴門店様 

33,936 円 
（1 日、2 日に実施） 

 

 

ハローズ鳴門店様 

15,013 円 
（1 日に実施） 

 

皆さまの温かい善意が、福祉のまちづくりに活かされています。 

善意銀行とは、市民の皆様の“善意の金銭や物品”を預託（寄付）していただき、それら

を必要とする方や施設・団体などに払出し（活用）させていただき、みんなが幸せになれる

福祉のまちづくりを推進するための銀行です。地域の団体のおまつりやバザーでの収益金の

一部、冠婚葬祭でのお祝いやお悔やみの一部と様々な形でご寄付いただいております。事前

にボランティアセンターにご相談ください。 

今後も皆さまの善意を地域福祉の推進に活かしていくため、ご協力をお願いいたします。 


